
エコリフォームの集い 
 エコネットかぬまはエコライフ推進

のためエコリフォームを進めていま

す。 

 3 月 30 日（水）新型コロナで延び

延びになっていた同集いを北押原コミ

ュニティセンターにて開催し、17 名

が参加しました。 

 小曽戸チエ子さん講師で裁縫道具

を使い、エコバックを作成しまし

た。 

 作業しながら、会員同士のお話が

はずみとても楽しそうでした。 

 

地球温暖化防止 
   ゴミ分別学習会 
6 月 25日（土）北押原コミュニ

ティセンターにて同学習会を開催し

ました。 

 講師は鹿沼市環境部 4名。はじ

めに地球温暖化と市民にできる温暖

化防止、次にゴミの分別方法について説明がありました。ゴミ分別は現物を手にし

ての説明でした。 

丁度ゴミ収集の方法が 10月から変わるためタイムリーなものとなりました。 

 参加者は市民、会員合わせて 38名

でした。鹿沼市環境部の方は実際にゴ

ミ処理場で苦労していることも話して

下さり、ゴミの問題がいかに重要かと

認識させられた学習会でした。 
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日本一の苺、もったいない！ 

5 月 29 日（日）鹿沼市村井町

の黒田いちご園でいちご狩りを

開催しました。 

 子供さんがいる 28家族、大

人 45人、子ども 45人、エコネ

ット会員 12人、黒田いちご園

代表黒田正彦さん、総勢 103 人

でいちご狩りを楽しみま

した。 

 

 このいちご狩りは東日

本大震災後間もなく、鹿

沼に避難された方々を励

まそうと、10年前から

黒田いちご園さんのご理

解のもと実施してきまし

た。 

今回は収穫末期の、抜いて捨てしまういちごを市民の皆様と楽しみながら摘み、

食べる事でフードロス対策として活用させていただきました。 

 

 子どもたちは、甘いいちごを摘ま

んで食べ、家族みんなで協力し合う

体験ができ、とても嬉しそうでし

た。 

「来年も、是非開催して欲しい」と

の声がたくさん寄せられました。 

鹿沼市エゴマ生産者の会現地検討会 

 5 月に発足した同会（会員 13名）

は、7月 23日（土）石川悦子さんの

畑で現地検討会を開催しました。  

8 月 9日（月）の下野新聞に大きく

掲載されました。次回検討会は 10月

1日（土）です。 


